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「長生・明谷トンネル工事」現場見学会報告書 

 

地域活動部会四国支部では、2025 年 11 月 28 日に、徳島県内で施工中の「長生・明

谷トンネル工事」（ながいけ・あかだに T：清水建設㈱施工）の現場見学会を開催しまし

た。工事関係者の皆様には、ご支援・ご協力をたまわり、心よりお礼申し上げます。 

 当工事は、一般国道 5５号桑野道路のうち、L=1001m のトンネル工事で、現場では破

砕帯などの地質不良部に対して適切な対応を取りながら、掘削が進められておりました。 

掘削工の自動化にも取り組まれており、まさに先進的な現場でした。 

 

 

 工事概要は次のとおりです。 

1. 工事名 ： 令和 4 -７年度 桑野道路長生・明谷トンネル工事 

2. 施工者 ： 清水建設株式会社 

3. 発注者 ： 国土交通省 四国地方整備局 

4. 工事場所： 徳島県阿南市長生町 

5. トンネル概要：  

・延長 1001ｍ 工事延長 1080ｍ 発破掘削 NATM（内空断面 93.7 ㎡） 

・（地質）砂岩、泥岩 

・（主な特徴）大断面、破砕帯、DⅢ区間における安全・確実な施工 



 

 

＜＜ 見学会の状況 ＞＞ 

見学会は、次の日程で開催しました。 

1１月 2８日（金） 13：30～16：０0 工事説明、現場見学、意見交換ほか 

 23 名様に参加していただきました。 

当日、トンネルの切羽は 29０ｍほどの地点にあり、坑口から徒歩にて切羽に向かいました。 

現在の切羽は亀裂が多く鏡肌ということで、支保パターンは DⅠ-b、先受けにフォアポー

リング、鏡に長尺鏡ボルトを採用中でした。 

ちょうど自動吹付が行われているところで、後方に設置して頂いた大型のモニターで「リ

アルタイムに吹付厚さが確保される様子」を拝見できました。 

立ち会っていただいた開発担当者様は、「現在も細かな改善を続けている」と説明しておら

れましたが、すでに実用段階にあり大変驚かされました。 

また削孔、ロックボルト工他、掘削作業全般の自動化にも取り組まれていました。 

トンネル掘削の自動化は、適用条件の厳しさから、非常に難しいことではありますが、開発

者及び現場の皆様の実用化に向けた努力に敬服した次第です。 

また、事務所では、「ICT 施工による省力化、効率化」について、採用中の様々な技術を

紹介していただきました。 

 今後のますますの発展を楽しみに見学会を終えました。 

19 時から徳島市内にて、15 名で恒例の懇親会を開催しました。熱いトンネル談義が交わ

されたことは言うまでもありません。 

 工事関係者並びに参加者の皆様に改めて感謝申しあげます。 
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